















































































































































実物などの持ち込みが不可能なものは、写真や OHP を使用した。『ベスト オブ すし』
（文芸春秋社 1 9 8 8)や『海の幸』（山と渓谷社 1 9 8 7)、『海岸動物』（保育社 l 
9 8 7)といった図鑑はずいぶん参考になった。
4. アンケ ー トにみる生徒の反応
5時間の授業実践のあと、生徒に授業の感想を書いてもらった。
「この『スシ』の授業の企画は非常に有意義なものだったと思う。なぜならスシという私達が





















いた。 系統学習が絶対的なものではないと悟ったのである。 彼は生魚が苦手にもかかわらず、 こ
れだけのことを今回の授業のなかから学んでいるのである。
しかし、逆にこういう手厳しい批判もあった。
「最後まで先に進んでしまって『やりっ放し』というイメ ー ジだった。 5回の授業のなかで1
つのまとまりを持たせたほうがよかったような気がする。 でなければ5回目の授業のときに今ま
でのまとめみたいなのをやってほしかった。 『スシ』には関連していたかもしれないが、欲張っ
て多くのことをやり過ぎたような気がしないでもなかった。 」 CEクラス WS) 
「ひとつひとつの題材はとても楽しく、初めて知ったことも多く良かったと思う。 しかし、そ
れぞれの題材の関連がつかめなかったことと現社の授業の一環としてやっている意味が今いちつ
















のことについてある与えられた期間に自主学習をし、 レポ ー トをつくり、クラスで発表するとい
う学習法には本当に感動しています。なぜかというと、その人自身も頭に自然に残り、発表を聞
いた人も頭に残ると思うからです。一生懸命授業中にノ ー トを取っていると先生の話もよく頭に
残らないし・・・。その点からも今回の『スシ』のテ ー マの学習は、ノ ー トする時間もいらない
し、集中して先生の語りを聞くことができ、記憶にも結構のこっています。しかし、やはり普通
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筑波社会科研究第9号 (1990)
図 ナレズシの分布圏と米を主作物とする地域
◎ 言言璽は、米を主作物とする地域をあらわす(1 5世紀頃を目安とする）。
◎ナレズシの分布圏は実線で囲んだ部分。中国大陸では漢民族の間では既に消滅しているので、
破線で示してある。
◎本図は、石毛直道『東アジア・東南アジアのナレズシ 魚の醸酵製品の研究(2)』 （国立民族学
博物館研究報告11巻3号1986)P.662より抜粋した「図5 ナレズシの分布圏」と、石毛直道編
『世界の食事文化』 （ドメス出版 1973)巻末折り込みの「世界の主作物とその食べ方」を、筆
者が合成したものである。
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